
な

な

こ

各
々
進
ま
せ
る
と
云
ふ
教
へ
方
だ
っ
た
。
こ
れ
は
餘
談
だ
が
、
魚
目
子
巻

（
彫
金
の
一
部
）
は
緻
密
な
仕
事
で
女
子
に
適
す
る
か
ら
學
校
に
女
子
部

を
噌
設
し
た
ら
良
か
ら
う
と
云
ふ
意
見
を
持
つ
て
居
ら
れ
た
。

現
在
帝
室
博
物
館
に
あ
る
先
生
の
作
品
で
、
月
と
雁
を
鐵
板
に
刻
っ
た

も
の
が
あ
る
。
此
れ
を
製
作
さ
れ
る
時
は
貢
に
苦
心
さ
れ
て
、
材
料
が
鐵

の
為
一
本
の
線
を
彫
る
に
も
、
繋
が
か
け
て
度
々
研
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
営
時
學
校
に
櫻
井
正
次
と
云
ふ
刀
靱
鍛
冶
が
居
た
の

で
、
そ
の
人
に
た
の
ん
で
良
く
切
れ
て
歯
こ
ぽ
れ
の
し
な
い
様
な
繋
を
作

つ
て
も
ら
つ
て
、
初
め
て
作
品
を
完
成
す
る
事
が
出
来
た
と
の
事
だ
。

私
が
研
究
科
へ
入
っ
て
か
ら
約
一
年
半
程
で
先
生
は
病
の
為
遂
に
他
界

さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
其
の
御
病
床
に
あ
る
時
、
毎
週
二
度
づ
つ
必
ず
作

〔機〕

品
を
持
つ
て
行
か
ぬ
と
非
常
に
御
氣
嫌
が
悪
か
っ
た
事
を
も
つ
て
み
て

も
、
如
何
に
先
生
が
後
輩
の
指
導
に
御
熱
心
で
あ
ら
れ
た
か
を
充
分
に
知

る
事
が
出
来
る
と
思
ふ
。

先
生
は
良
く
こ
ん
な
事
を
言
は
れ
た
「
わ
し
の
叱
言
が
績
く
か
、
君
逹

の
根
氣
が
績
く
か
」
と
。
此
の
言
葉
に
よ
っ
て
我
々
は
何
時
も
動
ま
さ
れ

て
居
た
。
又
生
徒
に
鍔
を
彫
ら
せ
て
も
決
し
て
完
成
さ
せ
ず
に
、
中
途
で

仕
事
を
止
め
さ
せ
た
。
そ
れ
は
生
徒
を
思
っ
て
下
さ
る
深
い
心
か
ら
の
為

で
あ
っ
て
、
若
し
完
成
さ
せ
て
そ
れ
を
金
に
で
も
す
る
様
な
事
が
あ
っ
て

は
、
前
途
あ
る
學
生
が
道
を
踏
み
は
づ
す
元
に
な
る
と
心
配
さ
れ
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
又
出
席
簿
を
御
覧
に
な
っ
て
こ
ん
な
も
の
は
不
要
だ
と
言
は

れ
た
が
、
そ
れ
も
そ
の
筈
、
先
生
は
毎
週
お
見
得
に
な
っ
て
、
我
々
の
仕

事
を
一
見
さ
れ
A

．は
、
な
ま
け
て
ゐ
た
か
何
う
か
が
直
ぐ
分
る
事
で
、
生

徒
の
方
も
な
ま
け
る
慮
か
朝
夕
少
く
と
も
一
時
間
づ
4

は
必
ら
ず
餘
分
に

鋳

金

科

頑
張
つ
て
居
た
。
或
る
日
先
生
が
小
刀
柄
を
二
本
我
々
に
見
せ
て
其
の
優

マ

マ

劣
を
問
は
れ
た
時
、
私
は

A
を
友
人
B
は
を
良
い
と
言
っ
た
そ
こ
で
先
生

曰
く
「
此
の
二
本
は
何
れ
も
立
派
な
名
作
で
優
劣
は
無
い
。
而
し
、

A
の

作
者
は
努
力
に
よ
っ
て
此
の
作
品
を
生
む
ま
で
に
至
っ
た
人
で
あ
り
、
B

の
方
は
す
ぐ
れ
た
天
分
に
よ
っ
て
こ
4

ま
で
逹
し
た
人
で
あ
る
。
名
人
は

前
者
と
後
者
が
一
体
と
な
っ
て
初
め
て
生
れ
る
も
の
だ
。
君
逹
は
何
時
も

努
力
す
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
。
こ
れ
を
鹿
い
た
時
、
私
に
は

非
常
な
勇
氣
が
湧
き
「
努
力
す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
」
と
言
ふ
自
信
を
持

っ
た
。休

暇
に
な
る
と
教
室
が
使
へ
な
い
の
で
、
先
生
は
研
究
科
の
生
徒
逹
を

御
自
宅
に
呼
ば
れ
、
生
徒
は
各
自
押
木
を
持
参
し
て
、
學
校
と
同
じ
様
に

休
ま
ず
に
勉
強
す
る
事
が
出
来
た
。

自
分
を
空
し
く
し
て
、
ひ
た
す
ら
先
生
に
つ
い
て
勉
強
す
る
事
が
出
来

た
我
々
は
誠
に
幸
福
だ
っ
た
。

先
生
の
御
親
切
が
今
も
な
ほ
身
に
し
み
る
。

九
月
十
九
日

（
「
加
納
夏
雄
先
生
の
事
」
清
水
亀
蔵
談

『東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』

第
十
九
号
。
昭
和
十
五
年
十
月
）

鋳
金
科
の
指
導
教
官
は
岡
崎
雪
声
、
大
島
如
雲
、
杉
浦
瀧
次
郎
ら
で
あ
っ

た
。
同
科
の
実
習
科
目
に
は
「
工
場
実
習
」
、

「
造
型
」
、
「
絵
画
」
、

「
鋳
金
図

案
」
、
「
蛾
型
」
が
あ
り
、

「
工
場
実
習
」
が
鋳
造
の
専
門
技
術
を
教
え
る
最
重

要
科
目
で
時
間
数
が
最
も
多
か
っ
た
。
た
だ
し
、
同
科
の
場
合
、
「
造
型
」
、「
絵

以

上
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錨
金
標
本
目
録

垂
花
紋
並
二
丸
形
地
紋
板

半
肉
立
浪
地
板

薄
肉
雲
紋
地
板

仝

黄

蜀

葵

地

板

仝

松

二

鷹

地

板

筒
形
地
紋
筆
筒

無
紋
細
口
花
瓶

袋
足
香
炉

青
海
波
模
様
花
瓶

長
方
形
水
盤

方
形
生
底
花
瓶

兎
置
物

岩
上
観
音
置
物

一
個

一
到

一
個

一
個

一
個

一
個

一
個

一
個

一
枚

一
枚

一
枚

一
枚

一
枚

画
」
に
も
割
合
多
く
の
時
間
を
あ
て
て
お
り
、
そ
こ
に
鋳
物
職
人
で
は
な
く
芸

術
的
七
ソ
ス
の
あ
る
鋳
金
家
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
方
針
が
窺
わ
れ
る
。
鋳
金

教
育
に
は
特
別
の
設
備
が
必
要
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
四
年
ご
ろ
ま
で
に
本
校

裏
門
の
あ
た
り
に
鋳
物
工
場
（
五
十
六
坪
）
と
仕
上
工
場
（
七
十
坪
）
が
作
ら
れ

た
。
こ
れ
は
本
来
依
嘱
銅
像
の
鋳
造
の
た
め
に
作
ら
れ
た
設
備
で
あ
っ
た
が
、

「
工
場
実
習
」
の
授
業
も
こ
こ
で
行
わ
れ
た
ら
し
い
。

「
工
場
実
習
」
の
教
程
に
関
す
る
資
料
は
や
は
り
「
第
一
回
生
徒
成
績
物
展

覧
会
出
品
目
録
稿
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
左
に
掲
げ
る
が
、
こ
の
教
程
で
使
用
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
手
本
用
の
地
板
や
生
徒
の
習
作
も
多
少
本
学
に
残
っ
て
い

る
（
『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
品
目
録
金
工

n』
参
照
）
。

錨
金
標
本
説
明

三
ヶ
年
間
ヲ
以
テ
鎧
金
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
ム
ル
ノ
標
本
二
、
ッ
テ
年
別
ヲ

第
一
年

垂
花
紋
並
二
丸
形
地
紋
板

初
テ
躊
造
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ノ
標
本
ニ
シ
テ
先
ッ
古
代
模
様
等
ヲ
躊
ル
ノ

法
ヲ
習
得
セ
シ
ム

半
肉
立
浪
地
板

半
肉
ヲ
以
テ
模
様
等
ヲ
錨
出
ス
ル
ノ
法
ヲ
習
得
セ
ッ
ム

薄
肉
雲
紋
地
板

仝

黄

蜀

葵

地

板

仝

松

二

鷹

地

板

薄
肉
ヲ
以
テ
模
様
及
草
木
鳥
類
等
ヲ
錨
出
ス
ル
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
ム

右
ノ
法
ヲ
習
得
シ
タ
ル
ノ
後
各
自
ノ
意
匠
ヲ
以
テ
半
肉
薄
肉
等
二
就
キ

新
作
セ
シ
ム

第
二
年

筒
形
地
紋
筆
箇

初
メ
テ
器
物
ヲ
作
ル
ノ
法
ヲ
教
フ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
最
モ
簡
易
ナ
ル
筒
形

ヲ
作
リ
之
レ
ニ
模
様
ヲ
錆
出
ス
ノ
法
ヲ
習
得
七
、
ソ
ム

無
紋
細
口
花
瓶

袋
足
香
炉

青
海
波
模
様
花
瓶

既
二
習
得
シ
タ
ル
模
様
ヲ
付
シ
円
体
器
物
ヲ
錆
ル
ノ
法
ヲ
學
ハ
シ
ム

長
方
形
水
盤

以
テ
之
ヲ
説
明
ス
レ
ハ
左
ノ
如
シ
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ノ
ナ
リ

右
ノ
法
ヲ
習
得
シ
タ
ル
後
各
自
ノ
意
匠
ヲ
用
テ
器
物
ヲ
新
作
セ
シ
ム

第
三
年

方
形
生
底
花
瓶

兎
置
物

岩
上
観
音
置
物

〔ま
る
ぷ
き
〕

器
物
動
物
人
物
佛
像
等
全
錨
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
メ
及
ヒ
此
法
ヲ
應
用
シ

各
自
ノ
意
匠
ヲ
用
テ
丸
物
ヲ
新
作
七
シ
ム

鍛

金

科

鍛
金
科
は
明
治
二
十
八
年
九
月
に
開
設
さ
れ
、
嘱
託
教
師
桜
井
正
次
、
平
田

宗
幸
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。
前
記
の
「
第
一
回
生
徒
成
績
物
展
覧
会
出
品
目
録

稿
」
は
同
科
が
開
設
さ
れ
る
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
同
科
に
つ
い
て

は
次
の
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
教
程
は
把
握
で
き
な
い
。

鍛
金
標
本
目
録

無

紋

銅

器

一

個

唐

花

彫

銅

器

一

個

盆

芝

紐

鉄

香

炉

一

個

鍛

金

順

序

七

個

鍛

金

道

具

一

式

鍛
金
標
本
説
明

金
属
ヲ
鍛
錬
シ
テ
之
ヲ
打
出
シ
諸
種
ノ
器
物
ヲ
作
ル
ノ
順
序
ヲ
示
ス
モ

方
形
器
物
ヲ
錨
ル
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
ム

科

岡
倉
覚
一
二
は
漆
エ
教
育
の
開
始
に
あ
た
っ
て
教
師
の
人
選
に
苦
慮
し
た
様
子

で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

:
・:・
・
：
東
京
美
術
學
校
に
漆
工
科
を
お
か
る
A

や
、
時
の
學
長
岡
倉
覺
三

氏
人
を
介
し
て
泰
員
を
招
か
れ
し
も
、
か
た
＜
辟
し
て
つ
か
ず
、
余
は
一

箇
の
蒔
給
師
の
み
、
い
か
で
か
人
に
授
く
る
オ
學
あ
ら
ん
、
又
こ
れ
を
教

ふ
る
術
を
知
ら
ず
、
さ
り
な
が
ら
余
の
業
を
職
と
し
て
學
ば
ん
と
す
る
者

は
余
が
工
場
に
入
る
を
拒
ま
ず
と
。
岡
倉
氏
こ
れ
を
き
A

て
し
ふ
る
こ
と

漆

工

た
だ
し
、
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
手
板
（
毛
彫
、
鋤
彫
、
打
出
等
の
手
本
）
や

器
物
の
手
本
に
よ
っ
て
教
程
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十

第
九

第
一

第
二

第一――
第
四

第
五

第
六

第
七

第
八

ル
モ
ノ
ナ
リ

前
二
仝
シ
ク
彫
刻
ヲ
施
シ
火
色
ヲ
付
ヶ
ク
ル
モ
ノ
ナ
リサ

ビ

前
二
仝
シ
ク
鉄
ヲ
用
ヰ
テ
新
案
シ
彫
刻
ヲ
施
シ
テ
後
錆
ヲ
付
ヶ
夕

ナ
リ

前
方
法
二
依
リ
打
上
ヶ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
素
銅
色
ヲ
付
ヶ
ク
ル
モ
ノ

同

（
其
二
）

形
ヲ
取
リ
始
ム
ル
処
（
其
一
）

地
金

地
金
ヲ
切
リ
ク
ル
処

打
始
メ
法

打
出
シ
法
（
其
一
）

（
其
二
）

同
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